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Ｊアラート（全国瞬時警報システム）緊急情報伝達テスト放送 

献血にご協力を 

ふくしのまちづくりラボ（研究の場）に参加しませんか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2024.１.19発行 
NO.359 

編集 総務課情報管理係（TEL32-2421） 

※お知らせ版は全ての人が読みやすいユニバーサルデザイン

フォントを使用しています 

■日本赤十字社和寒町分区事務局（保健福祉課福祉係）（℡32-2000） 

■総務課生活安全係（℡32-2421） 

２/１ 
(木) 

Ｊアラート（全国瞬時警報システム）により、国から送られてくる緊急伝達放送を防災行政無線から 

テスト放送しますのでお知らせします。 

●訓練実施日時  ２月９日（金） 午前 11時 

●放 送 内 容  ①上り４音チャイム 

         ②「これは、Jアラートのテストです。」×３回 

         ③「こちらは、防災わっさむです。」 

         ④下り４音チャイム 

 

 

２/９ 
(金) 

移動献血車が町内を巡回します。 

①役 場 前 午前９時 30分 ～ 午前 11時 50分 

②芳生苑前 午後１時 20分 ～ 午後２時 

③農 協 前 午後２時 20分 ～ 午後４時 30分 

●対 象 者 満 16歳以上 満 65歳未満 

(60～64歳の間に献血されたことがある方は、69歳まで献血できます。) 

皆さまのご協力により、これまで多くの尊い命が助かっています。血液は採血後 21 日間しか使用
できませんので、定期的なご協力をお願いします。 
 

２/14・17 
(水・土) 

誰もが安心して住み続けられるまちの姿として、「ふ

くしのまちづくり基本構想」策定に取り組んでいます。 

その拠点施設に「子どもたちが大切にされる機能」「住

民が活躍できることを実現する雇用創出の機能」「農業・

食文化を推進する機能」を取り入れるため、具体的なプ

ランづくりに参加しませんか。 

皆さまのご意見やアイデアをお寄せください。 

●日時・会場  ①２月 14日（水） 午後６時～午後８時  保健福祉センター 

        ②２月 17日（土） 午前 10時～お昼 12時  子育て支援センター「こども館」 

        ※２日間とも内容は同じです。都合の良い日程にご参加ください。 

●参加対象者  町民（小学４年生以上）または町内事業所等で働かれている方 

※会場は出入り自由ですが、小さなお子さんの預かりを希望される場合は事前にご連

絡ください。スタッフが対応します。 

●内 容  オリエンテーション、グループ検討 

●参 加 方 法  参加日と氏名を２月 13日（火）までに保健福祉課へご連絡ください。 

■保健福祉課（ふくしのまちづくり推進担当）（℡32-2000） 
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高齢者共同福祉住宅「かたくり荘」入居者募集 

令和６年度 放課後児童クラブ（学童保育）利用受付 

気象情報観測施設（マメダス）廃止  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

募 集 内 容 １LDK(42.71㎡ 約 12.9坪)  １戸 

  
           

住   所 字三笠 95番地 

家賃・共益費 

家 賃 月額 5,000円～20,000円 
※年収額により５段階の設定となっています。 

共益費 月平均 6,000円程度 
    （共用部分の光熱水費、灯油代、床ワックスがけ料、窓ガラス清掃料） 

入 居 要 件 

おおむね 70歳以上の、ご自身で生活され、他の方と共同住宅での生活が可能で、次
のいずれかの要件に該当される方 
①生活環境や住宅事情で、今の生活が困難な方 
②町内にご家族がいない、もしくは事情によりご家族の支援や同居が難しい方 
※健康状態や自立の度合いが、規定された基準を満たしていることも必要です。 

申 し 込 み 保健福祉課福祉係へお問い合わせください。 

■保健福祉課福祉係（℡32-2000） 

令和６年度、放課後児童クラブ(学童保育)の利用受付を開始します。 

●受付期間 ２月１日（木）～２月 15日（木） 
      〔１月 25日（木）から用紙交付〕 
●受付場所 子育て支援センター「こども館」・和寒町保育所 
      保健福祉課福祉係 
●対象児童 保護者が就労等により昼間家庭にいない小学校の児童 
      （１年生から６年生まで） 
●提出書類 利用申請書、就労証明書（就労申立書） 

※現在、放課後児童クラブ(学童保育)を利用しているお子さんが、引き続き利用する場合も手続きが 
必要です。 
※年度の途中でも随時受付しますので、お申し出ください。 

 ■子育て支援センターこども館（℡32-3125） 

かたくり荘とは… 
自立生活の支援を目的とした、ひとり暮らしの高齢者専用の共同住宅

で、日常の家事は基本的に各自で行っていただきます。 
・共用部分…談話室、和室、共同キッチン、相談室、 

トイレ（一般及び身障用） 
・外  部…共同の畑、駐車スペース、物置の設備 

 町内４カ所（字中和・西和・北原・大成）に設置しているマメダスは、ＮＴＴ
のＩＳＤＮ回線サービス終了に伴い、１月 31日(水)をもって廃止となります。 
 今後、町内における気象情報観測施設は、農業活性化センター農想塾の横に日
本気象協会が設置しているアメダス 1 か所となりますので、和寒町の雨量や積
雪量などの気象情報は、日本気象協会ホームページ（https：//tenki.jp）から
ご覧下さい。 
 ■農業活性化センター（℡32-2010） 

http://www.irasutoya.com/2014/05/blog-post_9225.html
http://www.irasutoya.com/2014/06/blog-post_6173.html
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産前産後期間 国民健康保険税の免除措置 

能登半島地震災害義援金の受付について 

緊急医療情報キット（命のバトン）はお持ちですか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対 象 者 
和寒町の国民健康保険に加入し、妊娠 85日（４ヶ月）以降に出産した方（死産、流産、

人工妊娠中絶を含む。） 

対象期間 

単胎妊娠の場合は、出産予定日または出産日の属する月の前月から４ヶ月間 

多胎妊娠の場合は、出産予定日または出産日の属する月の３ヶ月前から６ヶ月間 

※令和５年度は、11月１日以降に出産された被保険者が対象です。 

免 除 額 上記対象期間の出産被保険者に係る所得割額と均等割額 

申請方法 
免除を受けるためには、原則として届出が必要です。 

住民課保険医療係へ届出してください。 

   

 能登半島地震災害により、石川県等に甚大な被害が発生しました。 
 日赤和寒町分区、和寒町共同募金委員会では被災された方々への支援のため、次の窓口で義援金を受け付
けています。皆さまから寄せられた善意の義援金は、日本赤十字社や中央共同募金会を通じて被災地の救援
活動に使用しますので、ご協力願います。 

●義 援 金 受 付 場 所  （日赤）保健福祉センター、役場お客さま窓口 
（共募）社会福祉協議会 
※受領証をご希望の方は窓口でお申し出ください。 

●個人で振り込まれる場合  郵便局・ゆうちょ銀行 
               口座記号番号 00150－７－325411 
               口座加入者名 日赤令和６年能登半島地震災害義援金 
               ※郵便局、ゆうちょ銀行窓口での取り扱いの場合、振替手数料は免除 

されます。 
               受領証発行をご希望の場合は、通信欄に「受領証希望」とご記載ください。 
●受 付 期 間  令和６年 12月 27日(金)まで  
               ※下記の受付期間によって支援となる県が変わります。 
               令和６年３月 29日まで（石川県・富山県・新潟県） 
               令和６年６月 28日まで（石川県・新潟県） 
               以降受付期間まで（石川県） 
 
 ■保健福祉課福祉係（℡32-2000） 

 子育て世帯の負担軽減、次世代育成支援等の観点から、国民健康保険制度において出産被保険者に係る

産前産後期間の国民健康保険税の免除規定が創設されました。 

 制度の内容については下表のとおりです。 

 

■住民課保険医療係（℡32-2422） 

〔緊急医療情報キット（命のバトン）とは？〕 
専用ケースの中に持病やかかりつけの病院、飲んでいるお薬の情報、緊急連絡先などを

記入した情報シートを入れておき、冷蔵庫の中に保管しておくものです。 
〔どのような時に使う？〕 
救急車を呼んだが自分の状況を伝えることができない、あるいは自分の状況を説明でき

る家族が近くにいない等とっさの時に、救急隊員がキットの情報を確認することで、適切
で迅速な処置が可能となり、ご家族への連絡もスムーズに行えます。 
 

希望される方に緊急医療情報キット（命のバトン）を無料で配付していますので、
お気軽にお申込みください。すでにお持ちの方は、情報シートやお薬情報を定期的に
更新しましょう。情報シートや専用ケースを新しく交換することもできますのでお申
し出ください。 

■保健福祉課地域包括支援センター（℡32-2000） 


